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木
下
尚
江
著
小
説
「
墓
場
」
。

　
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
二
月
十
三
日
東
京
本
郷
弓
町
一
丁
目
二
番
地
昭
文
堂
宮
城
伊
兵
衞
發

行
。
翌
四
十
二
年
二
月
再
版
。
著
者
の
著
作
の
順
序
か
ら
い
へ
ば
「
乞
食
」
の
後
、
「
勞
働
」
の
前
。

　
著
者
の
小
説
は
概
し
て
二
つ
の
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
一
は
或
思
想
を
説
明
若
く
は
主
張
す

る
爲
に
其
處
に
或
事
件
を
空
想
的
に
脚
色
し
た
も
の
、
さ
う
し
て
他
は
著
者
自
身
の
實
際
の
事
歴
を
經
と

し
て
叙
述
し
た
も
の
。
　
　
こ
の
墓
場
は
、
そ
れ
に
書
か
れ
た
色
々
の
事
件
が
、
著
者
の
告
白
書
「
懺
悔
」

及
び
平
民
社
一
派
の
歴
史
的
事
實
と
間
々
吻
合
し
て
ゐ
る
點
か
ら
見
て
、
假
令
其
處
に
は
隨
分
多
量
に
作

爲
の
跡
を
見
る
に
し
て
も
、
後
者
の
系
統
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が

著
者
自
身
に
於
て
の
最
も
重
要
な
時
期
　
　
嘗
て
平
民
社
の
有
力
者
、
第
一
期
日
本
社
會
主
義
の
代
表
者

の
一
人
と
し
て
活
動
し
た
著
者
が
、
遂
に
そ
の
社
會
主
義
を
棄
て
て
宗
教
的
生
活
に
入
る
に
至
つ
た
ま
で

の
　
　
思
想
の
動
搖
を
一
篇
の
骨
子
と
し
て
ゐ
る
上
に
於
て
、
日
本
に
於
け
る
社
會
主
義
的
思
潮
の
消
長

を
研
究
す
る
立
場
か
ら
も
極
め
て
眞
面
目
な
興
味
を
注
ぎ
得
べ
き
作
で
あ
る
。
又
單
に
一
箇
の
小
説
と
し

て
見
て
も
、
著
者
の
作
中
で
は
最
も
優
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
同
じ
傾
向
に
立
つ
「
勞
働
」
の
や
う

に
散
慢
で
な
く
、
反
對
の
系
統
に
あ
る
「
乞
食
」
な
ど
の
や
う
に
獨
斷
的
な
厭
味
も
な
い
。
故
郷
に
歸
つ
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て
追
憶
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
す
る
と
い
ふ
結
構
そ
れ
自
身
が
、
何
人
の
興
味
を
も
集
め
得
る
傳
習
的
の
手
段

で
あ
る
と
は
い
ひ
な
が
ら
、
間
々
鋭
い
批
評
を
含
ん
だ
叙
述
の
筆
に
も
讀
者
を
最
後
の
頁
ま
で
導
く
魅
力

は
確
か
に
あ
る
。
尤
も
そ
の
長
所
が
や
が
て
ま
た
此
の
小
説
の
短
所
　
　
詮
じ
つ
め
て
言
へ
ば
著
者
そ
れ

自
身
の
短
所
の
あ
る
所
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
は
既
に
一
箇
の
小
説
と
し
て
格
好
な
題
材
を
捉
へ
、
且
つ
そ

れ
を
表
現
す
べ
き
格
好
な
形
式
を
作
り
出
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
小
説
と
し
て
完
成
す
べ
く
、
そ
の
創
作
的

態
度
の
上
に
餘
り
に
露
骨
に
批
評
家
と
し
て
の
野
心
を
見
せ
過
ぎ
て
ゐ
る
。
若
し
彼
に
し
て
眞
に
忠
實
な

る
一
小
説
家
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
必
ず
其
處
に
一
つ
の
小
説
が
有
す
べ
き
力
學
的
要
素
と
其
量
に
就
い
て

適
當
な
按
配
を
試
み
た
に
違
ひ
な
い
。
し
か
く
色
々
の
過
去
の
事
物
及
び
半
過
去
の
領
域
に
屬
し
て
ゐ
る

故
郷
の
現
状
に
執
着
す
る
代
り
に
、
も
つ
と
強
く
且
つ
深
く
現
實
の
壓
迫
を
描
い
た
に
違
ひ
な
い
。
（
書

中
に
於
て
は
、
主
人
公
が
目
前
に
用
事
を
控
へ
て
ゐ
な
が
ら
ふ
ら
り
と
故
郷
に
歸
つ
て
來
て
十
日
も
經
つ

の
に
、
東
京
の
妻
か
ら
た
ゞ
一
通
の
手
紙
が
來
た
外
に
、
何
等
そ
の
現
實
の
生
活
と
の
交
渉
が
語
ら
れ
て

ゐ
な
い
。
）
さ
う
し
て
其
處
に
此
の
小
説
の
本
旨
が
却
つ
て
一
番
強
く
且
つ
深
く
達
せ
ら
れ
た
に
違
ひ
な

い
。

　
種
々
の
事
實
に
よ
つ
て
推
察
す
る
に
、
こ
の
小
説
の
時
期
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
六
月
で
あ
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る
。

　
日
本
に
於
け
る
第
一
期
社
會
主
義
運
動
は
不
思
議
に
も
日
露
戰
爭
と
密
接
な
關
係
を
以
て
終
始
し
た
。

戰
爭
の
前
年
（
三
十
六
年
、
一
九
〇
三
）
十
月
、
萬
朝
報
社
の
非
戰
主
義
者
の
内
村
鑑
三
、
幸
徳
傳
次
郎
、

堺
枯
川
の
三
氏
は
社
長
黒
岩
周
六
の
開
戰
不
可
避
論
を
承
認
す
る
こ
と
が
出
來
な
く
て
連
袂
退
社
を
決
行

し
た
。
さ
う
し
て
三
氏
の
中
の
社
會
主
義
者
幸
徳
、
堺
二
氏
は
、
そ
の
年
十
一
月
を
以
て
社
會
主
義
協
會

の
人
々
と
共
に
週
刊
「
平
民
新
聞
」
を
起
し
た
。
著
者
も
そ
の
同
志
の
一
人
で
あ
つ
た
。
し
か
も
文
筆
に

於
て
辯
論
に
於
て
、
實
に
最
も
有
力
な
る
同
志
の
一
人
で
あ
つ
た
。
啻
に
文
筆
辯
論
に
於
け
る
ば
か
り
で

な
く
、
同
志
の
獄
に
引
か
る
る
者
あ
る
毎
に
、
著
者
は
そ
の
職
業
の
故
を
以
て
常
に
法
廷
に
辯
護
の
勞
を

執
る
こ
と
に
盡
し
て
ゐ
た
。
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
、
こ
の
小
説
の
時
期
の
前
年
）
五
月
に
は
同
志
か
ら

推
さ
れ
て
東
京
市
衆
議
院
議
員
補
缺
選
擧
の
候
補
に
も
立
つ
た
。

　
然
し
な
が
ら
こ
の
平
民
社
は
、
た
と
ひ
そ
の
經
濟
上
の
破
綻
が
原
因
を
な
さ
ぬ
ま
で
も
、
遂
に
一
度
は

解
體
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
其
處
に
は
著
者
の
如
き
基
督
教
信
者
も
あ
れ
ば
、
徹
底
し
た
意
識
を
有

つ
た
唯
物
論
者
も
あ
つ
た
。
ま
た
そ
の
何
れ
に
も
屬
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
實
際
的
社
會
主
義
者
　
　
即

ち
眞
の
社
會
主
義
者
　
　
も
ゐ
た
。
三
十
八
年
八
月
を
以
て
戰
爭
が
終
結
す
る
と
共
に
、
社
會
主
義
者
の

氣
勢
は
漸
く
鈍
つ
た
。
十
月
に
至
つ
て
平
民
社
は
遂
に
解
散
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。
十
一
月
十
四
日
を
以
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て
幸
徳
は
北
米
に
去
つ
た
。
著
者
は
こ
の
頃
す
で
に
社
會
主
義
者
と
し
て
の
自
己
の
立
場
に
不
安
と
動
搖

と
を
感
じ
て
ゐ
た
ら
し
く
見
え
る
。
幸
徳
の
去
る
と
同
時
に
、
以
前
の
同
志
は
二
分
さ
れ
、
一
派
は
十
一

月
二
十
日
を
以
て
半
月
刊
「
光
」
を
起
し
、
著
者
は
安
部
磯
雄
、
石
川
三
四
郎
二
氏
と
共
に
月
刊
「
新
紀

元
」
に
基
督
教
的
社
會
主
義
の
旗
幟
を
飜
し
た
。
か
く
て
第
一
期
社
會
主
義
運
動
は
衰
頽
の
氣
運
と
共
に

明
治
三
十
九
年
を
迎
へ
た
。

　
近
世
社
會
主
義
は
そ
の
平
等
思
想
に
於
て
在
來
の
一
切
の
宗
教
、
一
切
の
人
道
的
思
想
に
共
通
し
て
ゐ

る
。
無
論
基
督
教
に
も
共
通
し
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
近
世
社
會
主
義
は
所
詮
近
世
産
業
時
代
の
特
産
物

で
あ
る
。
其
處
に
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
特
質
が
あ
る
。
從
つ
て
社
會
主
義
と
基
督
教
と
の
間
に
は
、
或
調
和

の
保
た
れ
る
餘
地
は
充
分
に
あ
る
が
、
然
し
そ
の
調
和
は
兩
方
の
特
質
を
十
分
包
含
し
得
る
程
の
調
和
で

は
あ
り
得
な
い
。
基
督
教
社
會
主
義
と
は
畢
竟
そ
の
不
十
分
な
る
調
和
に
名
付
け
ら
れ
た
名
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
予
は
さ
う
思
ふ
。
さ
う
し
て
「
墓
場
」
の
著
者
の
煩
悶
も
亦
其
處
に
あ
る
と
思
ふ
。
時
は
戰
爭
後
で

あ
つ
た
。
平
民
社
解
散
後
で
あ
つ
た
。
人
は
誰
し
も
或
活
動
の
後
に
は
一
度
必
ず
自
分
自
身
と
そ
の
自
分

の
爲
し
た
事
と
を
靜
觀
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
そ
の
時
、
大
抵
の
人
は
、
殊
に
單
純
な
性
格
の

人
は
、
失
望
に
捉
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
恰
度
そ
の
時
、
五
月
六
日
（
「
懺
悔
」
に
よ
る
）
著
者
は
そ
の
母
を
喪
つ
た
。
母
の
死
は
孝
心
深
き
著
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者
（
著
者
の
孝
心
の
深
か
つ
た
こ
と
は
著
者
の
多
く
の
著
作
に
よ
つ
て
窺
は
れ
る
）
に
ど
れ
だ
け
の
打
撃

で
あ
つ
た
か
知
れ
な
い
。
著
者
の
精
神
的
動
搖
は
頂
點
に
達
し
た
。
小
説
「
墓
場
」
は
其
處
に
筆
を
起
し

て
ゐ
る
。

　
次
の
や
う
な
序
文
が
つ
い
て
ゐ
る
。

　
昔
時
む
か
し
「
パ
リ
サ
イ
」
の
師
「
ニ
コ
デ
モ
」
、
夜
窃
か
に
耶
蘇
に
來
り
て
道
を
問
ふ
。
耶
蘇
答
へ
て
曰
く
、

　
「
人
若
し
生
ま
れ
替
は
る
に
非
れ
ば
、
神
の
國
を
見
る
こ
と
能
は
ず
」
。
而
し
て
「
ニ
コ
デ
モ
」
遂
に

　
之
を
解
せ
ざ
り
き
。
嗚
呼
人
生
ま
れ
替
は
る
に
非
れ
ば
、
神
の
國
を
見
る
能
ず
。
然
り
。
今
や
諸
氏
大

　
懺
悔
の
時
な
り
。

　
　
　
僞
善
の
帷
帳
と
ば
り
、
裂
け
し
響
か
、
雁
か
ね
の

　
　
　
　
夜
渡
る
聲
か
、
枕
に
惑
ふ
。

　
千
九
百
八
年
十
一
月
廿
九
日
霜
白
き
曉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
尚
江

　
三
河
島
の
菜
園
に
於
て
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